






























































































述において特に散見される五大院安然（841 ～ 903 ―）の『教時問答』『菩提心義抄』等
の引用に視座に置き検討を加える。検討の結果、安然の著述では、『教時問答』「十界之
中其菩薩界常修常証無始無終。」、『菩提心義抄』「貪体即覚体」の文が多数引用されてい
る。この二文は、必ずしも安然批判を目的として引用したのではなく、日蓮義をもって
安然の文の解釈がなされていることが注目できる。また特筆すべきこととして、日隆が
この三師を批判する場合、久遠義解釈に対し共通する要文として「皆在衆生。一念心中。」
の文を提起することができ、日隆は教観相資の立場より塵点劫実説を強調し、三師の主
張する止観勝法華劣の観心主義を強く批判する。
以上、本論文を通して、日隆は、自身を含めた末法の衆生は下機下根であるという、
徹底した末法意識の存在が根底にあると考える。なぜなら、釈尊から直授され成仏が叶
うのは釈尊在世の衆生（本已有善の機）のみであり、末法の衆生は下機下根(本未有善の
機)のため、上行菩薩を介することによって、初めて釈尊の功徳を享受できると考えるた
めである。こうした衆生が成仏するためには、釈尊から上行菩薩に付嘱された題目を信
心、下種することでのみ実現されるため、一仏二名論が展開されていったのではないか。
このように考える時、日隆の天台密教諸師に対する批判は必然的なものであり、平安末
以降、室町期の日隆在世に流行した観心主義に彩られた中古天台本覚思想を批判し、教
観相資の立場からその教学思想に対し超克を目指したことが分かる。
